
もしれないが, 著者の作風にかねてより魅せられてい

る読者からの, 電産研究第 3巻への期待と受け止めて

いただけたら幸いである｡

コンプライアンス経営や環境経営を統合昇華する

形で, ｢CSR経営｣ が日本企業にも定着しつつある｡

CSR (Corporate Social Responsibility) すなわち

｢企業の社会的責任｣ とは, 企業は利潤追求だけで

なく, 社会に対して一定の責任を果たすべきだとい

う考えであり, この ‶社会" とは企業をとりまくス

テークホルダー (stakeholder : 利害関係者) と言い

換えられる｡

これまで, CSR 経営におけるステークホルダー

は, 地域社会, 消費者・顧客, 株主といったアウト

サイダーのみに着目し, 内部利害関係者である従業

員については後回しにされてきたきらいがあるが,

企業の業績が回復基調にある現在, 優秀な人材の確

保と, 職場のモラールの維持向上, 従業員の動機づ

けのために, ようやく ‶従業員に対する企業の社会

的責任", すなわち労働 CSRにスポットライトが当

てられるようになった｡

本書は, CSR および労働 CSR の総論を, 網羅的

かつ論理的に解説しているだけでなく, 具体的な事

例や労使双方へのアンケートに基づいて, 労働

CSR の課題を浮き彫りにし, 進むべき方向性を提

示している点が特筆すべき点である｡

企業が CSR 経営を実践するにあたり, 従業員を

いかにして CSR 経営の実践者としてインボルブす

るかが重要であり, 経営層と従業員が一体となって

CSRに取り組むためには, 労使間に横たわるギャッ

プをまずは解消しなければならないだろう｡

本書の ｢CSR に関する現在の障害や困難｣ につ

いての認識を問うアンケート結果でも, 労使ともに

一番多い回答が ｢この問題に対する一般社員の理解

と関心が低いこと｣ (会社 48.1％, 組合 61.8％) で

あり, ｢企業の社会的責任とは何かについて, 社内

にコンセンサスがないこと｣ (会社 40.7％, 組合

42.7％) が続く｡

｢CSR とはなにか｣ という本質的な問いかけに対

して, どこにプライオリティを置くかはさまざまで

あろうが, アンケート結果によると, 特に労働

CSR 分野において労使間のギャップが顕著である

ことがわかる｡

すなわち, ｢実質労働時間の短縮｣ や ｢育児介護

休業の取得促進｣ などの項目について企業の社会的

責任と考えているのは組合に多く, 会社側の回答は

総じて相対的に低いものとなっている｡

企業は, 自社で働く従業員を CSR のステークホ

ルダーと認識し, 積極的にその責任を果たす一方で,

組合も従業員, ひいては組合自身が CSR 経営に深

くコミットできるよう役割を遂行すべきである｡

CSR 経営における組合の役割については, 本書

の ｢第 4 章 CSR と企業別組合の役割｣ に具体的

な事例に基づいて解説してあるので, 参考にすると
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よい｡

そこには, 労働 CSR を単なる労働コンプライア

ンスと捉えるのではなく, 従業員のワークライフバ

ランスへの配慮や, 人材育成, 働き方の見直しといっ

た, 人材マネジメントとしての全般的な取り組みが

紹介されている｡

金属労協が ｢CSR 推進における労働組合の役割

に関する提言｣ において, ｢企業がグローバルかつ

熾烈な市場経済を勝ち抜いていく源泉は, 最終的に

は, 従業員の意欲と能力発揮以外にはない｡ 『人的

資産重視経営』 こそが, サステナビリティを確保す

る企業モデルである｣ と示しているように, 会社と

従業員が ‶Win-Win" の関係を築き上げることが,

現代的経営にとっては重要なのではないか｡

本書は, 経営者と労働組合が労働 CSR における

課題を同じレベルで認識し, その課題に共同で取り

組むために必要な知識や情報を提供する, 示唆に富

んだ労作である｡ 是非, 一読されたい｡
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